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1. 介護関連テクノロジー普及の現状　ー施設から在宅へー



介護人材不足とテクノロジー開発
要介護認定者数の増加 介護人材不足

「平成27年度 将来の介護需要に即した介護サービス提供に関する研究会 報告書」の概要

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年

（出典）経済産業省「将来の介護需要に即した介護サービス提供に関する研究会 報告書」（平成27年度）より経済産業省作成

人材需要

人材供給

• 2035年時点の介護職員の需給について、一定の
仮定を置いて推計。

• 高齢化による介護需要の増加等に伴い、介護職員
が68万人不足する見込み。

将来推計（介護職員の需給） 提言の概要

247万人

215万人

295万人

227万人

※経済産業省の推計であり、厚生労働省「2025年に向けた介護人材にかかる需給推
計（確定値）について」の需要見込みの推計結果と異なる。

人材需給ギャップ
68万人

z 2035年に68万人不足すると考えられる介護職員
は、
・機器・ＩＴの導入等による労働時間・労働負荷の
軽減（人材需要▲51万人）
・機器導入・処遇改善等による離職率低下

（人材供給＋8万人）
・高齢者などの潜在的なリソースの活躍

（人材供給＋9万人）

等によって克服することが可能。

z将来にわたって必要な介護サービスを確保していくた
めには、
・介護機器・ＩＴ等を活用した介護サービスの質・
生産性向上
・地域ごとの介護需要の密度や介護従事者数に即
した介護サービス提供体制の構築
・高齢者を支える機能の構築
を、総合的に進めていくことが必要。
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（出典）経済産業省 経済産業政策局 2018年報告書資料
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（出典：介護保険事業状況報告）

注１）陸前高田市、大槌町、女川町、桑折町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町は含まれていない。

注２）楢葉町、富岡町、大熊町は含まれていない。
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要介護度別認定者数の推移

（出典）厚生労働省 老健局 2019年社会保障審議会介護保険部会資料

【介護現場革新会議】基本方針 
・人手不足の時代に対応したマネジメントモデルの構築（業務の洗い出しと整理、元気高齢者の活躍） 
・介護業界のイメージ改善と人材確保・定着促進（介護人材の定着支援、新規介護人材の確保） 
・ロボット・センサー、ICTの活用（介護の質を維持しながら、効率的な業務運営の実現）



介護ロボット機器の開発重点分野
（経済産業省・厚生労働省）

介護現場におけるIT・ロボット等の活用②
z 介護分野におけるIT・ロボットの適切な活用促進は、介護人材需給における労働力不足に寄与すると思われる。

z また、将来的には、こういった技術活用を通じた「Society5.0時代」 （超スマート社会）の質の高い介護サービスの提
供の実現を目指していくべきではないか。

（出典）厚生労働省老健局高齢者支援課・経済産業省製造産業局産業機械課「ロボット技術の介護利用における重点分野」（平成29年10月改訂）などをもとに経済産業省作成

・介護現場を重労働のイメージから
先進的・創造的なイメージへ転換

・利用者の「尊厳の維持」や「生きがいの
創出」を通じた心身機能の維持・回復

・データの自動収集・解析による
・サービス提供方法の改善
・事故の未然防止
・利用者状態に応じた心身機能の維持・ 回
復への活用
等を通じた質の高い介護の実現

・即時かつ適切な情報集約やチーム連携
を通じたケアの質の向上

Society5.0時代
（超スマート社会）

に目指すべき介護の姿

屋外

【介護現場におけるIT・ロボット等の活用】

装着型 非装着型

屋内 装着型

排泄物処理 排泄予測 動作支援
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（Connected Industries）」

の実現
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設置位置が調節可能なトイレ 的確なタイミングでトイレ誘導 排泄の一連の動作を支援する機器

高齢者等の外出をサポート
転倒予防や歩行等を補助

浴槽に出入りする際の一連の
動作を支援

介助者のパワーアシストを
行う機器

介助者による抱え上げ動作の
パワーアシストを行う機器
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介護ロボット導入にむけた施策
厚生労働省「介護ロボットプラットフォーム事業」

・介護現場および開発企業の一体的支援 
・効果実証を実践する多施設ネットワーク構築

地域における相談窓口の設置 ＋ 介護ロボットの評価・効果検証を実施するリビングラボ（開発の促進機関）の設置



介護施設から在宅・地域へ
在宅高齢者を対象としたテクノロジー開発・普及はまさに現在進行中



介護施設から在宅・地域へ
在宅高齢者を対象としたテクノロジー開発・普及はまさに現在進行中

見まもる人

見まもる対象

見まもる範囲

見まもる時間

職員 家族

施設内 自宅内　＋　屋外

転倒、危険行動 生活全般

24hr 24hr？

→施設向けテクノロジーを、在宅により適した形にフィットさせる必要あり



2. 日常生活のどんな場面でICTを役立てるか



身近にあふれるICT、IoT
ICT = Information and Communication Technology 

：通信技術を使って人とインターネット、人と人がつながる技術およびその使い方



暮らしを支える、とは？

時 間 軸

脳卒中・骨折など
（脳卒中モデル）

虚弱高齢者（廃用症候群モデル）

閉じこもり対
象
者
例

高齢者リハビリテーションのイメージ

食事・排泄・着替え・入浴等
ができるように、意欲への働きかけと環境調整をする

急性期・回復期リハ 生活期リハ

＜ADL向上への働きかけ＞
活動へのアプローチ

＜IADL向上への働きかけ＞
掃除・洗濯・料理・外出等
ができるように、意欲への働きかけと環境調整をする

座る・立つ・歩く等
ができるように、訓練をする

＜機能回復訓練＞

＜役割の創出、社会参加の実現＞
地域の中に生きがい・役割をもって生活できるような居場所と出番づくりを支援する
家庭内の役割づくりを支援する

参加へのアプローチ

生
活
機
能

心身機能へのアプローチ
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国際生活機能分類 (ICF; International Classification of Functioning, Disability and Health) の考え方



　2025年には国民の4人に1人が後期高齢者（75歳以上）という

超高齢社会が到来する日本。高齢者の自立支援および質の高い

介護の実現は、深刻化する介護人材の不足も相まって、喫緊の

課題となっています。こうしたなかで厚生労働省は、介護ロ

ボットの開発から普及までの流れを加速化しようと、実証

フィールドの整備などを行う「介護ロボットの開発·実証·普及

のプラットフォーム構築事業」を2020年にスタートさせまし

た。本事業に参画する「リビングラボ」は、介護現場のニーズに

即した介護関連テクノロジーの開発および汎用化のプロセス

を支援する拠点です。

　国立長寿医療研究センター 健康長寿支援ロボットセンター

は、全国に展開するリビングラボ6施設のなかの1つとして、真

に介護現場に求められるテクノロジーの実用化を目指し、協力

施設ならびに開発企業の皆様を支援しています。

介護ロボットなどのニーズ調査
現場でのニーズを集約し、
開発企業に助言します。

利用効果の科学的な実証に関わる支援
効果指標や測定・分析方法の指導、
および倫理審査などの支援を実施します。

「生活空間（Living）を実験室（Lab）に」をコンセプトとし、新しいテクノロジーの開発にユーザーが
参加するオープンイノベーションの拠点を意味します。

リビングラボとは？

お気軽にお問い合わせください！

4つの
役割

1

3

介護ロボットなどの製品評価・効果検証
医療・介護における安全性や
有効性の評価・検証を行います。

介護現場での実証支援
介護現場（実証協力施設）と
開発企業とのマッチングを支援します。

2

4

リビングラボ

介護現場における

テクノロジーの実用化を

施設・開発企業と一体となって

応援します。

健康長寿支援ロボットセンター長

近藤 和泉 Izumi Kondo

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年

人材需要（2035年）
227万人

人材需要（2035年）
295万人

介護職員の需給の将来設計イメージ

出典／経済産業省 経済産業政策局 産業構造課（2016年）

介護職員が
68万人も不足！ 68万人

ご協力いただける施設を募集しています。

「自分たちの声をテクノロジー開発に活かしたい」「開発中の製品を現

場で試してみたい」という介護施設の皆様、ぜひ当リビングラボにご

参加ください。リビングラボは介護現場の声を求めています。

介護施設の皆様へ

ご相談を承ります。

「試作段階で性能を評価したい」「実際の介護現場で使えるかどうか

検証したい」「改良にあたって専門的な助言やユーザーの声が聞き

たい」といった開発企業の皆様を当リビングラボは支援します。

開発に携わる企業様へ

介護人材が不足するといわれる現場ですが、

もし介護ロボットが仕事の一部を担ってくれたら……。

職員の皆様が本来、願っている

利用者様とのふれあいをもっと大切にできるはず。

当リビングラボのスタッフが思い描く

そんな介護施設の豊かな未来をご紹介します。

こんな未来が訪れたら、

現場は笑顔であふれるのではないでしょうか。

実現へと導くのは、介護現場からのニーズと

ニーズをかなえる開発企業のテクノロジーです。

介護ロボットと共存する未来の暮らしを

当リビングラボと一緒につくっていきませんか。

健康長寿テクノロジー
応用研究室 室長

大高 恵莉
Eri Otaka

介護ロボットと共存する
未来の暮らし

毎日活き活きと体を動かすのに必要
な、はじめの動作が「移乗」（起き上が

り、乗り移り）です。様々な移乗支援機器が既に開発されていま
すが、さらなる工夫と普及が求められています。

移乗支援

トイレの心配が少ないことは毎日活き活
きと暮らすうえで重要です。尿意が曖昧

でも適切なタイミングでトイレに行ける「排泄予測」、洋服の着脱・
お尻ふきを助ける「動作支援」のアイデアが求められています。

排泄支援

音声などの簡単な操作で、家族や社会と自由につなが
れる仕組みが登場しています。さらに発展すれば、誰で
も、どこにいても、社会の一員として仕事や楽しみが持
てるようになります。

コミュニケーション支援

一人一人に合ったメニューを楽しく食べられ
るような支援技術が期待されています。

食事支援

遠隔検知や自動運搬など、業務効率化でスタッ
フの負担軽減と介護の質の向上が図れます。

見守り支援／介護業務支援

転倒をできるだけ防ぎ、外
出を支援する機器が開発・
実用化されています。

移動支援

誰もが自分に合った楽しみを見つけ、その輪
に加われるような支援が望まれています。

活動・参加の支援

濡れて滑りやすいため難しい場
所ですが、日本特有のニーズが
あり、技術が望まれています。

入浴支援

リハビリテーション科部
理学療法主任

佐藤 健二
Kenji Sato

リハビリテーション科部
理学療法士長

伊藤 直樹
Naoki Itoh

スマ
ホでチ

ェック。

遠く
離れ
た家族

は

リビングラボ  担当スタッフ

メインリーフレット 三つ折り 中面

国立長寿医療研究センター・リビングラボHPより転載



(1) basic ADL
日常生活に必要となる、基本的な動作

食事 トイレ 歩行 
（移動） 整容 更衣 入浴

身体機能と直接むすびつく動作 
→福祉用具、介護ロボットの利活用

暮らしを支える、とは？



(2) IADL; instrumental ADL
日常生活を送るための、行動や手段

料理 洗濯 買い物 交通機関
の利用 服薬管理 金銭管理 電話の

対応

達成目標にむけて組み立てる、複合的な動作 → ICTを活用したアプローチが有用

どの行動(IADL)を支援したいか、 
明確にしておくことが重要

暮らしを支える、とは？



介護ロボットの
開発・実証・普及のための

〒474-8511 愛知県大府市森岡町7丁目430番地

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター

　　　0562-46-2311(代表）  　　　0562-44-8518Tel Fax

E-mail

JR東海道本線 大府駅（西口）から

▶ 知多バス「大府（循環）線」
 「長寿医療研究センター」下車

▶ タクシー 
長寿医療研究センターまで約8分

 JR武豊線 緒川駅（東口）から

▶ 東浦町運行バス「1.長寿線」 
 「長寿医療研究センター」下車

▶ タクシー 
長寿医療研究センターまで約10分

電車でお越しの場合

大府市内から

▶ 大府市循環バス 
「長寿医療研究センター」下車

東浦町内から

▶ 東浦町運行バス
「長寿医療研究センター」下車

バスでお越しの場合

platform-ncgg.jp

中央町7丁目

朝日町二丁目

折 戸

至知立

大府駅前

N

platform2020@ncgg.go.jp（健康長寿支援ロボットセンター）

相談窓口  二つ折り 表面

　2025年には国民の4人に1人が後期高齢者（75歳以上）という

超高齢社会が到来する日本。高齢者の自立支援および質の高い

介護の実現は、深刻化する介護人材の不足も相まって、喫緊の

課題となっています。こうしたなかで厚生労働省は、介護ロ

ボットの開発から普及までの流れを加速化しようと、実証

フィールドの整備などを行う「介護ロボットの開発·実証·普及

のプラットフォーム構築事業」を2020年にスタートさせまし

た。本事業に参画する「リビングラボ」は、介護現場のニーズに

即した介護関連テクノロジーの開発および汎用化のプロセス

を支援する拠点です。

　国立長寿医療研究センター 健康長寿支援ロボットセンター

は、全国に展開するリビングラボ6施設のなかの1つとして、真

に介護現場に求められるテクノロジーの実用化を目指し、協力

施設ならびに開発企業の皆様を支援しています。

介護ロボットなどのニーズ調査
現場でのニーズを集約し、
開発企業に助言します。

利用効果の科学的な実証に関わる支援
効果指標や測定・分析方法の指導、
および倫理審査などの支援を実施します。

「生活空間（Living）を実験室（Lab）に」をコンセプトとし、新しいテクノロジーの開発にユーザーが
参加するオープンイノベーションの拠点を意味します。

リビングラボとは？

お気軽にお問い合わせください！

4つの
役割

1

3

介護ロボットなどの製品評価・効果検証
医療・介護における安全性や
有効性の評価・検証を行います。

介護現場での実証支援
介護現場（実証協力施設）と
開発企業とのマッチングを支援します。

2

4

リビングラボ

介護現場における

テクノロジーの実用化を

施設・開発企業と一体となって

応援します。

健康長寿支援ロボットセンター長

近藤 和泉 Izumi Kondo

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年

人材需要（2035年）
227万人

人材需要（2035年）
295万人

介護職員の需給の将来設計イメージ

出典／経済産業省 経済産業政策局 産業構造課（2016年）

介護職員が
68万人も不足！ 68万人

ご協力いただける施設を募集しています。

「自分たちの声をテクノロジー開発に活かしたい」「開発中の製品を現

場で試してみたい」という介護施設の皆様、ぜひ当リビングラボにご

参加ください。リビングラボは介護現場の声を求めています。

介護施設の皆様へ

ご相談を承ります。

「試作段階で性能を評価したい」「実際の介護現場で使えるかどうか

検証したい」「改良にあたって専門的な助言やユーザーの声が聞き

たい」といった開発企業の皆様を当リビングラボは支援します。

開発に携わる企業様へ

介護人材が不足するといわれる現場ですが、

もし介護ロボットが仕事の一部を担ってくれたら……。

職員の皆様が本来、願っている

利用者様とのふれあいをもっと大切にできるはず。

当リビングラボのスタッフが思い描く

そんな介護施設の豊かな未来をご紹介します。

こんな未来が訪れたら、

現場は笑顔であふれるのではないでしょうか。

実現へと導くのは、介護現場からのニーズと

ニーズをかなえる開発企業のテクノロジーです。

介護ロボットと共存する未来の暮らしを

当リビングラボと一緒につくっていきませんか。

健康長寿テクノロジー
応用研究室 室長

大高 恵莉
Eri Otaka

介護ロボットと共存する
未来の暮らし

毎日活き活きと体を動かすのに必要
な、はじめの動作が「移乗」（起き上が

り、乗り移り）です。様々な移乗支援機器が既に開発されていま
すが、さらなる工夫と普及が求められています。

移乗支援

トイレの心配が少ないことは毎日活き活
きと暮らすうえで重要です。尿意が曖昧

でも適切なタイミングでトイレに行ける「排泄予測」、洋服の着脱・
お尻ふきを助ける「動作支援」のアイデアが求められています。

排泄支援

音声などの簡単な操作で、家族や社会と自由につなが
れる仕組みが登場しています。さらに発展すれば、誰で
も、どこにいても、社会の一員として仕事や楽しみが持
てるようになります。

コミュニケーション支援

一人一人に合ったメニューを楽しく食べられ
るような支援技術が期待されています。

食事支援

遠隔検知や自動運搬など、業務効率化でスタッ
フの負担軽減と介護の質の向上が図れます。

見守り支援／介護業務支援

転倒をできるだけ防ぎ、外
出を支援する機器が開発・
実用化されています。

移動支援

誰もが自分に合った楽しみを見つけ、その輪
に加われるような支援が望まれています。

活動・参加の支援

濡れて滑りやすいため難しい場
所ですが、日本特有のニーズが
あり、技術が望まれています。

入浴支援

リハビリテーション科部
理学療法主任

佐藤 健二
Kenji Sato

リハビリテーション科部
理学療法士長

伊藤 直樹
Naoki Itoh
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リビングラボ  担当スタッフ

メインリーフレット 三つ折り 中面

「いきいきと」暮らす

レクリエーションと交流 家族間コミュニケーション
(3) ICF「参加」の視点

・人との会話が増加 
・抑うつスコアが減少

・表情を解析すると、 
　正の感情が増加

Happy



3. 高齢者の生活にICTをうまく取り入れるには



https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_ICNC4zIuRCqtZA2nG8JkHA

▷現場で活躍する医療介護専門職を迎えて、 
多職種によるパネルディスカッション 

▷現在市販化されている、在宅向けロボットを 
実際の住宅環境で詳しくご紹介

「三和木の家」（木造住宅展示場ウッドビレッジ内） 
https://wood-village.jp/miwaki/ 

在宅系テクノロジー開発推進（Webセミナー）
「介護ロボットプラットフォーム事業」の取組み

https://wood-village.jp/miwaki/


• 使用環境（物理的スペース・通信形式） 

• 充電方法（いつ・どこで・誰が） 

• 費用（レンタル・サブスク）

ICTツール導入時のチェックポイント
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4G・LTEか、Wi-Fiか

いざ使いたいときに動かない・・・

介護保険が適用される？月額料金がかかる？

→思い切って、Wi-Fi環境を整えるのも一案

→充電が必要な機器は、充電する時間と場所を決める

→高額な機器はいきなり買わず、お試しが得策



「介護ロボットプラットフォーム事業」の取組み

厚生労働省
Ministry of Health, Labour and Welfare

令和３年７月

介護ロボットの
試用貸出リスト

厚生労働省
「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」
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施 設見守り・コミュニケーション!"#$

機器の概要

必須環境・推奨環境

１．連続稼働時間は約７日間です。
２． 排泄センサを便や尿に浸した状態で
使用しないでください。

３． 排泄センサは、新東工業株式会社指
定の撥水性の不織布袋に入れて使用
ください。

試用期間中のサポート

１． 直接訪問によるご説明をいたします。
（オンラインでのご説明も可能です）

２． ご試用中、定期的な訪問とお電話に
よるサポートいたします。

貸出期間 １ケ月～２ケ月
貸出可能台数 10台

機器の機能

１． ウェアブルセンサなのでベットはも
ちろんデイルーム・車いすでも使え
ます。

２． 離れていても排泄（便）を通知。排
泄の履歴も記録します。

３． リアルタイムで排泄を検知。利用者
に清潔な状態を維持できます。

４．運用が簡単でコンパクトです。

新東工業株式会社

Aiserv™ 　排泄検知システム

機 器 の 貸 出

機器の写真

93

143462-福祉用具試用貸出リスト2021.ind    93143462-福祉用具試用貸出リスト2021.ind    93 2021/07/16   11:29:292021/07/16   11:29:29
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 新東工業株式会社
〒442-8505　愛知県豊川市穂ノ原三丁目１番地
TEL 0533-95-4020 MAIL info-aiserv@sinto.co.jp
所属部署  アイサーブ事業グループ　 担当者名  松本・島崎・古川

Aiserv™ 　排泄検知システム
１．サイズ（センサ本体） H65mm×W50mm×D13mm
２．重量 24g（電池含まず）
３．検出方式 ガス検知式
４．電池 /連続稼働時間 CR2032/ 約７日間

販売開始

2021年 1月

販売価格

297,000 円（税込）

機器の使用場面
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①長寿研へお申し込み ②企業側へ取次 ③日時ご相談は直接交渉 ④貸出終了後、本事業から企業側へ支払

試用貸出制度

ユーザーが積極的に試し、開発メーカー側に意見をフィードバックしていくことも重要



介護ロボットの
開発・実証・普及のための

〒474-8511 愛知県大府市森岡町7丁目430番地

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター

　　　0562-46-2311(代表）  　　　0562-44-8518Tel Fax

E-mail

JR東海道本線 大府駅（西口）から

▶ 知多バス「大府（循環）線」
 「長寿医療研究センター」下車

▶ タクシー 
長寿医療研究センターまで約8分

 JR武豊線 緒川駅（東口）から

▶ 東浦町運行バス「1.長寿線」 
 「長寿医療研究センター」下車

▶ タクシー 
長寿医療研究センターまで約10分

電車でお越しの場合

大府市内から

▶ 大府市循環バス 
「長寿医療研究センター」下車

東浦町内から

▶ 東浦町運行バス
「長寿医療研究センター」下車

バスでお越しの場合

platform-ncgg.jp

中央町7丁目

朝日町二丁目

折 戸

至知立

大府駅前

N

platform2020@ncgg.go.jp（健康長寿支援ロボットセンター）

相談窓口  二つ折り 表面

ご清聴ありがとうございました

platform.ncgg.go.jp


